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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、N末端にUbLドメイン、DnaJドメイン、C末端にHEPNドメインを含むサクシンタンパク質をコードしています。この遺伝子は中枢神経系で高発現しており、皮膚、骨格筋、そして膵臓にも低レベルで発現しています。この遺伝子は、12.8 kbを超える非常に大きなエクソンを含んでいます。この遺伝子の変異は、常染色体劣性遺伝性痙性シャルルボワ・サグネ型失調症（ARSACS）を引き起こします。ARSACSは、痙性および末梢神経障害を伴う早期発症の小脳性失調を特徴とする神経変性疾患です。 siRNAを介したサクシンノックダウンの効果に関する論文の著者らは、サクシンが変異型アタキシン-1から保護すると結論付け、「大きな多ドメインサクシンタンパク質はHsp70シャペロンの作用をリクルートすることができ、他の運動失調タンパク質の効果を制御する可能性がある」と示唆している（Parfittら、PubMed: 19208651）。疾患：SACSの欠陥は、シャルルボワ＝サグネ型常染色体劣性痙性失調症（ARSACS）[MIM:270550]の原因である。ARSACSは、ケベック州シャルルボワ＝サグネ＝ラック＝サン＝ジャン地域で有病率の高い、早期発症の神経変性疾患である。感覚神経伝導の消失、運動神経速度の低下、網膜神経線維の髄鞘形成亢進を特徴とする。,機能：シャペロンを介したタンパク質フォールディングに関与する可能性がある。,類似性：HEPNドメインを1つ含む。,類似性：Jドメインを1つ含む。,組織特異性：中枢神経系で高発現する。骨格筋にも、また膵臓にも低レベルで存在する。,
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	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

